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 ９月 13日(水)～15日(金)の３日間にわたって，６年生が岩手県に修学旅 

行に行ってきました。この日に向けて実行委員を中心に自主研修の行程やホ 

テルでのルールなど様々なことについて話し合い，準備を進めてきました。 

猊
げい

鼻渓
び け い

舟下りや毛
もう

越寺
つ う じ

での座禅体験，盛岡手づくり村での創作活動など，多 

くの施設を訪れましたが，それぞれの場所で『附属函館小学校の代表』とし 

て，しっかりとルールを守って活動することができました。また全国的に感 

染症対策が緩和されたこともあり，今年度 

の自主研修は久しぶりに自分たちで昼食場 

所を決め，グループごとに昼食をとりまし 

た。約５時間にわたる自主研修も大きな事 

故なく取り組めたことに子供たちの成長を 

感じることができました。今後は，修学旅 

行報告会に向けて準備を進めてまいります。 

 
 

 ９月 11日(月)，５年生が函館元町自主研修を行いました。函館の魅力や歴 

史を発見できたことに加え，来年の修学旅行自主研修にもつながるとても貴重 

な学習となりました。報告会でも自分たちが経験したことや振り返りについて 

保護者の方の前で自分なりの目標をもって発表することができました。 

５年生は，函館元町自主研修を行いました。 

 私達は，総合的な学習の時間において，「函館のことをもっと深く知ろう」と

いうテーマのもと，函深隊となり，元町地区自主研修に行ってきました。自主研

修では，「仲間と協力して函館元町地区の魅力をもっと深く知る。」「来年の修

学旅行に向けて知識を身につける。」といった目的（ねらい）のもと，元町地区

の歴史や文化を知ることができました。また，実行委員や係活動，班活動をとお

して，団結力・判断・声がけなどたくさんのことを学ぶことができました。報告

会では，保護者の皆さんに自分たちが学んだ成果を伝えることができました。 

私達函深隊の活動は，これが始まりです。桐の子発表会，そしてより函館を深

く知るために今回の活動をこれからの行事などで活かしていきたいです！ 
 

函館元町自主研修 実行委員長 笠木 葵 

 僕たち６年生の修学旅行の目標は「修学旅行を楽し

くするために，みんなで思いやりを持って正しい決断

をし，最高の修学旅行にしよう！」でした。６年生全員

で，その目標を達成するために，自分が何をすればいい

か考え，準備を重ねました。それぞれの係ごとに何度も

話し合い，全員が目標達成に向けて努力できたと思い

ます。そして，思いやりの心を持ち，協力し合い，それ

ぞれが考えて行動し，充実した修学旅行にすることが

できました。残り少ない小学校生活も，この修学旅行の

経験を活かし，お互いを思いやり，自ら考え行動し，僕

たちの学年目標である「HERO」に一人ひとりがなってい

きたいと思います。 

修学旅行 実行委員長 藪下 芯太 

 私は副実行委員長になって６年生のみんなからた

くさんのことを学びました。 

私が修学旅行で印象的だったことは自主研修で

す。子供だけで行動することがとても不安でしたが，

自分たちで時間配分を考えたり，まわりに迷惑をか

けないようにしたりしていて，みんなで目標を達成

することができました。実際に行ってみて，予定と

少し違ったところもありましたが，ほぼ計画通りに

進めることができ，楽しい修学旅行にすることがで

きました。残りの学校生活でも，修学旅行で学んだ

思いやり，行動，計画，決断を思い出し，６年生全員

で活かしていきたいと思います。 

修学旅行 副実行委員長 手塚 百花 
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                     ９月 21日(木)に北海道教育大学函館校の吹奏楽団による音楽

鑑賞教室を行いました。クラシックやＪ－ＰＯＰ，童謡などた

くさんの演奏を体感することができました。この日のために準

備をしてくれた本校の校歌が演奏された時には，曲に合わせて 

子供たちの歌声が響き渡る素 

敵な時間になりました。  

                   普段の学校生活では見慣れ 

ない吹奏楽の演奏を通して， 

新たな知見を広げる貴重な機 

会となりました。この経験を桐の子発表会での劇の表現や器楽合奏に生か 

していきたいと思います。 

 

 ９月 13日(水)で 20日間の教育実習が終了しました。一緒に学んだり，遊んだりして，子供たちにとっても，実

習生にとっても，貴重な時間となりました。 

 

教育実習終了  

 私の教育実習のテーマは「表情」でした。子供たちはいつも私を笑顔にさせてく

れるので，実習を通して，私も表情を豊かにすることで，子供たちによい変化とし

て恩返ししたいということからこのテーマを設定しました。私が笑顔で,時には冗

談を交えながらすべての子供たちと接していると，実習の日を追うごとにたくさ

んの子が声をかけてくれるようになりました。一方，授業を行う際は，教師の話を

聞くように促す表情や子供たちの素晴らしいところを褒める表情を使い分けまし

た。私の拙い授業にもかかわらず，どんなときも全力で真剣に向き合ってくれまし

た。私の前に非常に高い壁が立ちはだかったときでも，児童の等身大の姿に励まさ

れ，日々乗り越えることができました。この４週間の教育実習での学びは，私にと

ってわすれられないおくりものであり，今後の大学生活で心にとめておきたいも

のとなりました。 

 あらためまして，ともに学び成長した児童の皆さん，私たち実習生を温かく受け

入れてくださった保護者の皆様に心から感謝の気持ちでいっぱいです。実習での

学びを次に生かし，日々精進していきたいと思います。 

教育実習生  茶木 優奈 

  

  

 長いようであっという間だった４週間，子供たちにはたくさんの元気や勇気，思い

やりの心をもらいました。期待とともに大きな不安を抱えながら教室に入った初日，

子供たちが私たち実習生をあたたかく迎え入れてくれたことを今でも鮮明に覚えて

います。子供たちの前で授業を行うことは緊張の毎日でしたが，楽しそうに授業を

受けてくれる姿に助けられてばかりの毎日でもありました。 

 毎日違った顔を見せる子供たちと接することは難しくもあり，その分やりがいも

大きく，本当に毎日が輝いて見えました。 

授業づくりや児童理解など，この教育実習を通して学んだたくさんのことや，子

供たちからもらったたくさんの宝物を胸に抱え，今後の大学生活や社会人になって

からの生活に活かしていこうと思います。指導してくださった先生方，児童と保護

者の方々，本当にありがとうございました。  

教育実習生 佐藤 憧佳 

 

 

～後期教材費の引落について～ 
10 月に後期教材費の引き落としをさせていただきます。引き落としの行き違いを防ぐため，集金期間と引落日の

間隔を開けております。後期は集金期間が 10月 16日(月)～10月 20日(金)，引落日が 10月 27日(金)です。お手数

をおかけいたしますが，毎月の給食費，PTA会費とともに入金をお願いいたします。 

※ すでにお知らせしておりますが，今年度は，音楽鑑賞教室の料金 350 円も後期教材費と合わせて引き落としさせ

ていただきます。何卒よろしくお願いいたします。 
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